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飛鳥・藤原官跡発掘調査部は,昭和49年度の調査 として,藤原官跡 。大官大

寺跡・坂田寺跡・和田廃寺跡・推定山田道などの発掘を実施した。

藤原官では,第 10次調査か ら第15次調査まで終了し,現在内裏の西外郭の地

区で第16次調査 備 半部)を 進めている。これ らの調査によって,宮域の西を限

る西面大垣,内裏外郭の西を限る柵,藤原京の条坊に関連す るとみられる南北

・東西道路などを検出した。

大官大寺跡の調査は,主要伽藍の配置・規模および藤原京の条坊との関係に

ついて究明す ることを主な目的 としたもので,今回は推定講堂跡・西回廊・金

堂を対象におこない,講堂の基壇規模 と西回廊の一部を切らかにした。

坂田寺跡の調査は,昭和47年 に引続 くものであるが,検出した遺構が寺域の

なかで,ど のような位置 を占めているかは,な お明 らかでない。

和田廃寺の調査は,宅地造成に先だ って大野塚の南でおこなったもので,掘

立柱建物や柵などの遺構を検出したが, その性格についてはなお明 らかでない。

推定山田道の調査は,飛鳥資料館宿舎の工事にともなって小範囲の発掘をお

こなったものである。
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藤原宮第10・ 11・ 15・ 16次の調査

4 藤原宮第10次 の調査   (昭和48年10月 ～昭TH49年 7月 )

藤原宮第10次調査は,橿原市営四分団地増設工事に伴なう事前調査 として実

施したものである。

調査地は鷺栖神社の東方80陶 ,藤原宮西面南門推定地の南側にあたるところ

である。東方50協 の地区では,すでに昭和46年 ,第 3次調査を実施してお り,

掘立柱建物 3棟 を検出している。また下層か らは弥生時代の多くの遺構を確認

し,多量の遺物を検出している。

今回の調査の結果については,先 に「概報 4」 に一部概略を記している。

この地域一帯の旧地層は,第 3次調査の結果 と同様で,調査地区全域に弥生

時代の厚い包含層が認められた。検出した遺構は全てこの包含層を掘 りこんで

と`る。

調査の結果,検出した主な遺構は,藤原官期とそれ以前とに大別できる。藤

原宮期の遺構は建物 6,柵 3,蕎 3,土羨 2,そ れ以前の ものは弥生時代の井

戸 3,土城多数,古墳時代の上羨 1, 7世紀の土羨 3で ある。そのほか中世と

みられる南北,東西方向の細濤を多数検出した。

〔藤原官期の遺構 〕 調査地区西端で検出した南北柵 S C 2581よ藤原官の西面

大垣で,宮城南門中軸線より西 464阿 の位置にある。柱穴はほとんど 1.5脇 前

後の方形で,真北に対して北でわずかに西に傾いている。28間分検出した。柱

間は 266翻 等間である。柱穴と柱抜取穴か らは瓦と少量の上器片を検出した。

S C 25Sの 東 113陶 の位置に幅約 2陶 ,深 さ約 0.6陶 で南から北に流れる素

掘 うの南北濤 SD1400が ある。全長98陶 検出した。これはさらに調査地区外に

のびている。濤内埋土からは瓦・木簡・須恵器・土師器片等が出上した。

南北柵 SA1395は S C 258の 東 4.4陶 , SD1400と の間にある 3間の柵で
,
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柱間は 3.8糊 等間で S C 258に 平行している。

SX 1390は 東西の瓦組暗渠で全長 3.6翻検出した。 SD1400に取 りつ くもの

と思われる。

調査地区北端で検出しk土羨 SK 1380と SK 1399は SD 1400を 掘 り込んでお

り,二つの土羨の重複関係では SK1380が新 しい。 SK1380は径 1.8例 を計る

不整円形の上羨で深さは 0.4解 である。内部か らは萌 (く びき )を 検出した。

範の横幅は 0.83用 である。

掘立柱建物 SB1350・ 1355。 1357・ 1360・ 1405。 141αよ全て SD1400の東側

で検出した。これ ら6棟の建物は小規模な ものであり,建物方位が一致し,比

較的ま とまりをもつ ものと,方位が一致 しない ものとにわかれる。 SB1350は
,

5間 × 2間の南北棟建物で梁行柱間 2.15糊 等間,桁行柱間は北か ら 2.0・ 2.0

・ 2.7。 2.0翻 である。

南北柵 SA1351は SB1350の東に接して検出しだ もので, 5間の柵であるが ,

SB1350の東廂の可能性 もある。

SB1355は 東半部が調査地域外のため,全体の規模は不明であるが, 4間 X

2間以上の南北棟である。梁行柱間 1.6翻 ,桁行柱間 1.3躍 等間である。

西面大垣 と溝 (北か ら )

SB1357は 2間 ×2

間で,柱間は 1.6糊 等

間である。 うち,北側

柱列の中央柱穴は検出

で きなか った。

SB13601ま , 3 FEB×

2間の東西棟で,梁行

柱間 2.8η 桁行柱間1.4

η筆間である。ただ南

側柱列は未発掘である

が,発 掘区の南側で柱

穴を検出していないの
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第 10次 調 査遺 構 配 置 図  (網部分の詳細は 7頁に掲載 )
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で, 3間 Ж2間 とみてよい。

SB 1410は 3間 X2間の東西棟で,梁行柱間 1.6糊 ,桁行柱間 2.1陶 等間で

ある。

以上述べた 5棟 の建物方位は全て一致 しており,真北に対 して北で約 3彰種に

傾いている。調査区の南で検出した SB1405は 2間 ×2間 である。西側柱列の

柱間は北か ら2.8陶 ・ 1.8糊 で,東側柱列は同じく 2.6翻 。2η であるが,北

側柱列の中央 と東側柱穴は確認されなか った。柱痕跡が各柱穴にあり,建物方

位はほば真北である。濤はSD1354,1369を 検出し淀。

〔藤原宮造営以前の遺構 〕 土羨には SK1365。 1366・ 1368・ 1384カ iあ る。 こ

のうちSK1384で は古墳時代初頭,布留式の土器を検出している。 SK1365・

1366。 1368の各土羨は 7世紀中頃の ものである。

井戸 SE13821ま ,径 2糊 の掘 り方を有 し,内部に幅 1.3用 の横枠の一部が存

在した。 6世紀のものである。

藤原宮期の下層には弥生時代の遺構があり,畿内第 I様式か ら第W様式 まで

種  別 形  式 個 体

軒 丸 瓦

6276-新
6278-C
6278-新
6278-新
6278-新
6281-▲

4

1

1

5

1

1

種  別 形  式 個 体

軒 平 瓦

6561
6641-C
6641-E
6641-F
6643-B
6646-B
6646-F
6647-C
6647-E

不  明

4

2

15

10

3

7

2

1

2

2

SD1400出 土軒丸・軒平瓦の分類

含む多量の弥生式土器が出土した。弥生時代

の層は上・中・下の三層に分かれ,遺構は各

層で検出した。上層は後期,中層は中期,下

層は前期の遺構がある。

上層で検出した主なものには,井戸 SE

M80,土羨 SK1655が ある。 SE14801ま 径1_5

躍深さ 2.3翻 の井戸である。 SK1655は不整

精円形の上羨で, ともに多量の第 V様式の土

器が出上 している。

中層では土羨 SK1440。 1445・ 1446。 1500

・1570。 1600お よび井戸 SE 1481な どを検出

した。 ぅちSK1466・ SK1500。 SK1600の

三つは,い ずれ も土城の壁面に厚さ15翻 ほど

粘土をは りつけた特殊なものである。
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下層で検出した主な ものは井戸 SE 1475で ある。第 I (3) (2) (1)

様式の土器が多量に出土 している。                 六

以上,藤原官期の遺構を中心に概略を記したが,成果  □  留  目
一  □

を簡単にまとめておく。               斗  □

これまで藤原宮における宮域の確認 ti

員会の橿原ノミィパス建設に伴なう事前ヨ

官の北限・東北隅 ・西限の一部についЧ

い る。今回検出した南北柵 SC 258は これ らのうちの官西限の調査で確認 され

ている南北の掘立柱列の延長部である。今回検出した柱穴では,以前の北辺柵

列の調査で顕著であった礎板や根石を有するものはない。また,柵の柱間寸法

が 2.66れ にわ りつけられるが, これは宮北限を画す東西柵 SC140の柱間寸法

の平均値と均 しく,柱間 9尺の単位寸法による計画的な造営 と考えられる。

ただ, SC140では中央の掘立柱穴に前後して小柱穴が検出されているが ,

今回の調査では検出していない。

宮域を画す大垣が,掘立柱構造であることは,平城宮跡の築地大垣 と著 しく

異なる。

第10次調査遺構実測図 (弥生時代 )
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南北柵 SC258と 南北濤 SD1400と の距離は H.8陶 で, この間には柵 SA

1395以外に遺構はなく,広い空間地 となっている。検出した 6棟の掘立柱建物

はすべて SD 1400以 東に位置 している。 SB1405を除 く5棟の建物方位は真北

に対 して,北で約 3(凍 に傾 きをもつ点で共通 しているが,比較的小規模な もの

であ り, これ ら建物の性格については今後の調査にまちたい。

遺物は SD1400の濤内埋土から須恵器・土師器・木簡 ・瓦等多 くを検出して

いる。 とくに出上が著しい瓦類には軒丸瓦・軒平瓦・英斗瓦・隅平瓦があり,

完全に近い ものが多い。藤原官で新たに確認 された新型式の ものを含めて (別

表 ),そ の数量は軒九・軒平瓦12点,平 ・丸瓦合せて 100点 を数える。検出し

たこれ らの瓦は調査 した濤のはぼ中央部で集中して出土 した。

注1 奈良県教育委員会『藤原宮』「奈良県史跡名勝天然記念物調査報告第%冊 」 昭和44年。

奈良県教育委員会『藤原官跡一昭和43年度調査概要』 昭和44年。

図面の座標

当調査部では,遺跡の実測にあたって,国土調査法による第 6座標系を基準

としている。本概報の図面に記入してある座標 もこれによっている。例えば藤

原宮大極殿基壇の東南にあるベンチマークの座標は,

X=-166,508β 4   Y=-17404p2

である。ただ し図面ではX,Yお よび―を省略 してある。

既刊の概報

「 飛鳥・藤原官発掘調査概報  l」 昭和46。 2 小墾田官推定地・豊浦寺跡・

雷丘東方遺跡・藤原官

「 飛鳥・藤原宮発掘調査概報 2」 昭和47・ 5 藤原官第 3次・第 4次調査

F飛鳥・藤原宮発掘調査概報  3」 昭和48・ 3 飛鳥資料館建設地・坂田寺・

奥山久米寺・浄御原官・藤原宮第 5～ 7次

「 飛鳥・藤原宮発掘調査概報  4」 昭和49。 2 藤原宮・小墾田宮推定地・川

原寺 。大官大寺・藤原京南西地区
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2 藤原宮第11次の調査  (昭和49年 1月 ～3月 ,昭和50年 1月 )

この調査は,大極殿の西 150糊 にあたる地区に資材置場を造成する届出がな

されたため,工事に先立 って実施したものである。調査地は旧鴨公小学校の北

側を走る小房
。東池尻線に接した,小字名「 金詰 」の東南隅 にあたる水田であ

る。 この地区は,第 4次発掘調査で内裏の東外郭を限 る南北柵を検出した結果

か らすれば,そ の対称に位置する施設である西外郭の南北柵が予想される地域

にある。

付近の地形は大極殿周辺から西および北にゆるく傾斜している。調査地の水

田は後世に地 さげされてお り,遺構は耕土の直下で検出された。

調査地南半部にある東西濤 SD1685と それ と平行する東西濤 SD1686イ ま,か

な り削平されてお り,濤の底を部分的に検出したにとどまるが,第 16次調査で

検出した道路 SX1731の側濤にあたるものである。 SD1685は ,重複関係か ら

後述する掘立柱柵 SA1670に 先行す ることが明らかである。

南北柵 SA1670は ,藤原官の内裏西外郭を限 る掘立柱柵である。 7間分を検

出した。柱間は 2.95糊 等間である。柱掘方は方形で 1.5糊 前後を測 り,抜取 り

穴が重複 している。 この抜取 り穴は東西に長い長橋円形にみれるものと,や は

り東西に長い楕円形のものと,そ の東に小型の浅い穴が重複 しているとみれる

ものとがある。

南北柵 SA1670の西

には 8孵離れて南北濤

SD1680ん 耳ある。 この

濤は幅 5翻 ,現状で深

さ 0.5靱 を測る。濤の

堆積土は三層に区分さ

れ,最下層か ら藤原宮

に関係する木簡 5点が

出上している。SD1680

の東縁には柱穴 4個が 第11次調査地全景 (南か ら )
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南北に並ぶSX1682が ある。

東南隅で検出した SK16831ま 瓦器片が 1片 出土 したにすぎない。井戸SE

1673は 径 2.7陶 の掘方を掘 り,長 さ0.9糊 の縦長板10数枚で径 0.8陶大に円形

に組み,大納でつないだ枠 を三段重ねた ものである。近世の陶器が出土 してい

る。また SE1672は ,四隅に柱 をたて, それに桟 を渡し,縦長板をあてた もの

であるが,時期は明らかでない。

以上が遺構のあらましである。南北柵 SA1670と 第 4次発掘調査で検出した

内裏東外郭の東を限 るSA865と の距離は 305駒 を測る。 これによって藤原宮

の内裏外郭の東西距離が明 らかになった。柱間はSA1670, SA865と も等 し

く2.95阿 等間である。南北濤 SD16801ま 内裏外郭では南北濤 SD105に対応す

るが,そ の位置は西外郭では南北柵か ら4糊 西に寄 っている。東西濤 SD1685,

SD1686の 性格については第16次 の調査に詳述す る。

3 藤原宮第15次 の調査  (昭和49年 5月 ～7月 )

この調査は,藤原宮の東南隅の確認 を目的におこなつた ものである。調査地

は新池の東方約70物 の位置にあ り,第 1次調査で検出した南門の南を東西に走

る宮南外濠の東延長部にあたる。同時に奈良県教育委員会が調査 した東面大垣

の南延長部にあたる地域である。調査の結果,大垣・外濠など宮を画する遺構

は検出されなか ったが,藤原宮期の建物,柵などを検出し,冨域東南隅に関す

る新たな知見を加えることとなった。

この地域の層序は上から耕土,床土,暗褐色粘質土,灰裾色粘質土 (整地層 )

黄灰裾色粘質土 (地山 )の llFで ある。遺構の大半は整地層の灰褐色粘質土で検

出され る。

検出した主な遺構には,建物 2,柵 4,濤 3,土壊 1な どがあり,時期的に

は藤原宮以前の もの,藤原官期の もの,そ れ以後のものに分かれる。

〔藤原宮以前の遺構 〕 SA17251ま 発掘区北辺に沿 って東西に走 る掘立柱 tIItで

ある。 6間分を検出した。柱間は 2.7η 等間である。 この柱掘方は 1陶 前後で

藤原宮以前の もの としては比較的大きな ものに属する。 SA1725の 軸線方向は ,
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真東西に対し,東で約 4度北に振れている。この柵は東端で掘立柱の南北柵 S

A1726と 直角に接続す る。 SA17261よ 2間分を検出した。さらに調査地の北ヘ

のびている。柱間はSA1725と 同じく2.7糊 である。

SA1725の南 2糊 の位置には, これと同じ方向の東西濤 SD1724が ある。 S

D1724の堆積層は黄楊色砂質土の上層 と,灰色粘質土の下層 とに分かれる。両

層 とも若干の土器,木片などが出土した。土器は両層 とも 7世紀後半のものが

出土している。 SD1724は SA1725と 軸線を共通するので,両者は同一の時期

のものと考 えてよいであろう。

SA1726の 東 2阿 の位置では南北約 8切 にわた って土羨状の遺構 SK 1723を

検出した。埋土には 7世紀後半の遺物を含む。 SK1723は東半部が調査地外に

あるため,全体を知 りえないが,そ の位置,形状および SA1726と 方向が一致

する点か らSA1726に 沿 った南北濤 とみられる。だとすれば, SK1723, SD

1724は それぞれ SA1725, SA1726で 画 された一郭をめぐる外濠のようなもの

となる。 その性格については, なお検討を要する。

SD 1712は 南北に走る細い濤で,重複関係か らSD1724よ り古いことが知 ら

れるが, その時期については明らかでない。 この時の南端は東西濤 SD1713と

重な ってお り, SD1713よ りも先行する。

このほか,5世紀末

か ら6世糸己初頭にかけ

ての土器を含む浅い凹

みが散見する。付近に

古墳時代の集落が存在

することを予想させる。

〔藤原宮期の遺構 〕

建物 2,柵 1な どがあ

る。 SB1715は東西棟

の掘立柱建物 とみ られ

るもので,今回その東 第15次調査地全景 (東か ら )
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妻にあたる部分を検出した。梁間 2間で,柱間は 2.65翻 を測 る。柱掘方は 1糊

前後で,柱根が 1本残っている。

SB1715の 東 2切 の位置には,梁間 2間の東西棟 と予想 される掘立柱建物 S

B1710が ある。柱間は梁行 2.4η ,桁行は発掘区西壁 3.4糊 まで柱穴が検出さ

れないので,そ れを越えることになり,かな り広い ものが予想 される。 SB

1710は ,後述するように,東西柵 SA1720が取 りつき,関 である可能性がある。

なお,SB1710と SB 1715は 重復しているが,新旧の別は明 らかでない。

SA 1720は 東西にのびる柵で, SB1710の棟通 りにとりつ く。 7間分 を検出

した。軸線方向は,ほ ば真東西にとる。柱掘方は 1～ 1.3糊 前後で,柱間は ,

2.2物 等間である。これまで知 られる宮大垣よりも小規模で性格を異にするも

のと考え られ る。

以上の遺構は,調査地区内か ら奈良,平安時代の遺物が全 く出土していない

ので,藤原宮期の もの

とみ られ るが,藤原官

とどのような関係にあ

るかは,官の東南隅が

`7090 確認 されなか った現状

では明らかでない。 と

くに関が予想されるS

B1710お よびそれにと

りつ く東西柵 SA1720

の存在は,藤原宮東南

第15次調査遺構実測図

隅の位置決定について
,

新たな問題を提示 して

-167045 と、る。

〔藤原宮以後の遺構 〕

床土直下,暗褐色粘

質土の上面で,瓦器を
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含む細い繕を多数検出した。中世の水田耕作に関連 したとみ られるが,明 らか

でない。ほかに土羨 SK1718が ある。前述の細濤 と同一面で検出されるもので ,

東西 2.5翻 ,南北 2.5翻 以上ある。また,小穴が並ぶ南北柵 SA17191ま 時期が

朔 らかでない。

以上,検出した遺構を概述したが,今回の調査は面積が狭か ったこともあ り,

官域を限 る大垣,外濠などの遺構は確認されなか った。 しか し,宮域東南隅に

近接 して,性格を異にす る区画施設を検出したことは新 しい課題 を加えたこと

になる。隣接地域の調査が必要である。

4 藤原宮第16次 (北 )の調査  (昭和49年11月 ～ )

調査地は鴨公小学校旧校庭のす ぐ西側に接 し,市道小房町東池尻町線の南側

に接 している。藤原官における位置でい うと,大極殿西回廊と大極殿および内

裏外郭をとりかこむ塀 との間で,西回廊の北端に近い部分にあたる。調査は大

極殿の西外郭の遺構の存在を知ることを目的とした。発掘範囲は東西65陶 ,南

北35制 ほどである。

この土地はかつて水田であったが,昭和48年 に国が買上げ,現在国有地にな

つている。

中世以後の新しい遺構 を除いて,遺構はすべて地山面で検出された。調査地

内での地山は東 と南が高 く,北 と西が低 く,ゆ るやかな傾斜をしてお り,大部

分は粘質上であるが,部分的に帯状 に砂上が走 っている。

発掘地区内には中世濤が縦横に走 っているが,藤原官の遺構の密度はきわめ

て薄かった。検出した主要な遣構は, a藤 原官に関係するもの, b藤原官以前

の もの, C藤原宮以後の ものに分け られる。

a.藤原宮に関す る遺構

〔東西道路および南北道路 〕 東西道路 SX1731は 60翻 ,南北道路 SX17321ま

30陶 にわたって検出した。道路は両側に側濤をともなっている。幅員は側濤心

々距離で 6.8糊 ある。側濤は現状で幅 1翻 ,深さ 0.5翻 ほどある。東西道路は

調査地の中央部を東西に走 り,そ の西端近 くで,南北道路 と交叉する。
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両道路の側濤の関係をみると,南北道路の東側では東側濤が東西道路を横切

って流れ, これに東西道路の両側濤が流れこむ。南北道路の西側では側濤は道

路 を横切 ることなく,道路 にそってL字形に折れ曲って流れる。 この側濤の状

況は第 5～ 9次調査で検出した道路 SX 1081,1082の 場合 と全 く同様である。

遺物には土師器・須恵器・金銅製環がある。瓦の出土をみないのが特色であ

る。土師器・須恵器は南北道路の東側濤のうち,東西道路の側格が流れこむ溜

の部分か ら多 く出土 している。土器は 7世紀後半で, しか も藤原宮以前の時期

の ものが集中的にある。

以上,東西および南北二条の道路は藤原官内の建物が整備される以前に建設

されてお り,藤原宮が整備 されるまでに廃絶 したものと推定 される。そしてこ

の道路は藤原京条坊の想定地割を宮内に及ばした場合,東西道路は四条の条間

小路,南北道路は西一坊の坊間小路の延長上にあたる。

〔掘立柱建物 〕 SB 1751は 東西・南北道路の交叉点のす ぐ南狽↓で検出した も

のである。南北道路 と重複 している。桁行 7間 (22駒 )梁行 2間 (6.3陶 )

第 16次 調 査 地 全景 (東 か ら )
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の南北棟である。柱穴は 1.4“ ほどの方形で,深 さ 0。 7翻 ほどある。柱はすべ

て抜 き取 られた痕跡がある。

この建物は重複関係か らみて,南北道路が廃絶 してか ら建てられたことが切

らかであ り,藤原宮の建物 と考えられる。

SB1755は ,調査地の北端中央部にある 4箇の柱穴で,ほ ば 1.8糊 の間隔で

並ぶ。径 0.4陶 ,深 さ0.3糊 ある。おそらく小規模な建物の一部分 とみ られる

が,北半は発掘地外で全規模は明 らかでない。柱穴列は西で北に 5度 はど振れ

てお り,第 5～ 9次調査 (鴨公小学校 )の さいに検出された小規模な建物 と同

様,藤原官建設期の ものであろうか。

〔土羨 〕 SK1733,1734,1735,1736は 東西道路 と重複す る不整形の上羨で

ある。 うち最 も大きい SK1735は南北 5.5紹 ,東西 7η ,深 さ 0.4糊 ほどの浅

いものである。藤原官の屋瓦が入 つていた。 この中には藤原官式の軒平瓦 3種

7点,軒丸瓦 4種 5点があり,完形に近い ものが多いことが注 目される。軒平

瓦に 1ま6641C,6641E,6643C, 軒丸瓦 1こ イよ6273B,6275A,6275D,6281B

がある。 この上羨は瓦の捨て場 とみ られる。他の 3箇の上羨 も同様の性格のも

の とお もわれる。これ ら土羨は藤原官の末期か,そ れからあまリヘだ淀 らない

時期に掘 られたものであろう。

SK1752,1753,1754は 掘立柱建物 SB1751のす ぐ東側で南北道路の東側濤

と重複 し,あ るいはその近 くにある方形の上羨である。 これ らの うちSK1752,

175引よ方 1.5翻 ,深さ04用 ほどあ り,瓦片が多数入 つていた。 SK1754は ,1.9

躍 Xl_3陶 の長方形で,深さ 1.0孵 ほどあり,瓦の出土は比較的少い。重複関

係か らみると, SK1754が SK 1752,1753よ り新しく,ま た, 3箇 とも東西道

路よりも新しい時期の ものである。いずれにしても, これ らの上羨は瓦片を処

分するために掘 られたものであろう。したが つてその時期は土羨 SK1733～

1736と 同じころと考えてよかろう。

b.藤原官以前 (古墳時代 )の遺構

〔方形周濤墓 〕 調査地東側で方形周濤墓 SX1741,1742,1743の 3基を検出

した。いずれ も上面の削平が著 しいが,そ のうちもっとものこりのよい 1基に
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ついて記す。

SX 1741の 方位は真南北に対して40度 ほど東に振れている。方形周濤墓の規

模は,東北・西南約 9協 ,西北・東南約 8陶 ,周濤は東南の隅でとざれている。

周濤は現状で幅 1_2η ,深さ 0.3協 ほどある。濤には黒色砂土が入 っていた。

遺物 としては,布留式の甕・壷の破片をふ くんでいる。

SX1742は SX1741の 南側に接してお り,南東・北東の周濤が残 っていに。

規模は不粥,濤の状況はSX1741に類似 している。

SX 1743は SX1741の 北側にあり,周濤の一辺のみが残 っている。規模等は

不明。

濤 SD1744は ,方形周濤墓 SX1741の西側にあって,東か らやや北に振れな

が ら西に向 う濤で,長 さ10陶 ほどを確認 したが,削平のため, その延長部は明

らかでなヽヽ。

〔掘立柱穴群 〕 調査地の東北隅近 くにむ らがる径 0.3～ 0.5糊 の掘立柱穴10

数箇は,現状では建物等 としてまとめることはむつか しいが,柱根が残存 して

いるもの,礎盤が残存 しているものがあるので,何 らかの構造物であったこと

は明らかである (SB1737～ 1740)。 柱穴を埋めているのは黒灰色土で,方形

周濤墓の濤のものと類似している。同時代の遺構 と考えてよかろう。

C.藤原宮以降

東西および南北に走る多数の格がある。 これ らは耕作に関係するものと考え

られ,瓦器をともなっているので,中世の濤であることがわかる。 これとは別

に瓦 を多量出土する幅 0.4η ,深 さ0.4翻 の 6条 (SD 1745～ 1750)の南北濤

がある。 この 6条の濤は規貝J的 に並んでいて,互 に関連する一組の遺構かとお

もわれる。すなわち,約 3.5例 をへだてて 4本の軸線をひき,中間の 2本 の軸

.線上に濤 SD 1747,1748を 掘 り,両端では軸線の両側に接 してそれぞれ 2本 の

濤 SD1745,1746,1749,1750を掘 りあわせて 6条になっているようにみえる。

西端の 2本 の濤 SD 1749,1750は ,ち ょうど南北濤の東側濤に重複 している。

これ らの濤は,屋瓦を多量に合み,逆 に瓦器など中世の上器を含んでいない

ことか らみて,中世の濤よりは古 く,藤原官の廃絶後さほど年月を経過 しない
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間につ くられた ものと考えられる。

d.むすび

今回調査 した地区は,古墳時代には方形周濤墓が築かれていた。藤原官が建

設 される以前 (7世紀後半 )に , これ らの墓を破壊 して, 1町単位の地割 (道

路割 )が行なわれた。藤原宮の建物はこの道路 を廃 して建設された。藤原宮は

まもなく平城官に移るが,藤原宮廃絶後は屋瓦の若干のあとかたずけをしたこ

とはあるが,建物等が建て られることはなく,耕地として今日にいた ったと考

えられる。 この間,古墳時代か ら藤原宮時代の旧地表面は深 く削平 された。調

査地区内には藤原官の建物 (SB1751)は 1棟 あっただけで,そ の性格 を明 ら

かにす るまでには至 っていない。

次に第16次調査および第H次調査のさいに,発 見された南北道路・東西道路

について若干考えてみよう。このよ うな道路は第 5～ 9次調査 (鴨公小学校 )

で発見されてお り,藤原京条坊 との関連ですでに注目されていたものである。

その要点を記しておく,

1.藤原京条坊の想定地割を宮内に及ぼす と,東西道路は四条の条間小路 ,

南北道路は西一坊の条間小路の延長線上にあたる。

2.道路の存在 した時期は藤原官内の建物が整備される以前である。その上

限をいつにお くかは詳 らかでないが, 7世紀後半で,藤原官の造営が行

なわれる以前であることは明らかである。藤原京内の寺院や飛鳥の寺院

の建立時期や位置などに関連して多 くの問題をふくんでいる。

今回の調査によって,京の条坊と一致する地割が宮内に広 く及んでいること

が予想されるようになった。第 4次調査や昭TB4 1年 から44年 に行なわれた奈良

県による調査のさいに も,藤原宮直前の時期とみられる濤が存在 してお り, こ

れらのうちには,道路の側濤にあたるものがあるかもしれない。ただ発掘調査

地が狭いことなどのため,現状でそれをは っきり確認す ることは困難である。

道路は宮の本格的な造営が行なわれる時点で廃絶 しているのであるが,こ れ

を廃 した理由はなんによるのであろうか。まず考えられることは,道路の地割

と宮内の計画 とが直接関係をもたなかったことである。宮内の朝堂院・内裏・
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官衝 などブロック割はかなり大 きな単位で行なわれているか ら, 1町単位 (約

133陶 )の地割は小さす ぎる。そのため,京の小路の延長にあたる部分の宮内

の道路は廃絶することになったと考えることができよう。

いずれにして も,今回および第 5～ 9次調査で発見された宮内の道路は藤原

京条坊の計画事情 とあわせて重大な意義をもっている。

次に尺度の問題に若干ムれよう。今回の調査で発見した道路の交点と第 5～

9次調査で発見した道路の交点 とは理論的に東西,南北 とも二町へだた ってい

るはずであるか ら,道路交点 と交点間の距離は 2町のα倍にあたることになる。

交点の座標を国土調査法による第六座標系の方眼によってもとめると,

今回の調査の道路交点 (SX1731と SX1732)

X=-166 Km 432翻 4

Y=-17 Km 560脇 7

第 5～ 9次調査の道路交点 (SX1081と SXlo82)

X=-166 Km 702 η l

Y=-17Km 819 η 4

である。 したが って両交点間の距離は373.72協 となる。条坊が正しく直交 して

いると仮定すれば ,

2町 =264.25翻

となる。 2町 =900尺 とすれば ,

1尺 =293.6師

となる。また,道路の傾 きは方眼北に対 して西に ザ12′ となる。
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大 官 大 寺 跡 の 調 査

昭和49年 7月 ～昭和50年 1月

この調査は飛鳥京,藤原京研究の一環 として,大官大寺の伽藍配置,大官大

寺と藤原京の条坊制,お よび飛鳥京 との関連について検討のだめおこなった も

のである。

調査地は香久山の南約 800η ,明 日香村小山字講堂74～ 80番地で,「 講堂 」

の字名をもつ土壇とその周囲の西北方へわずかに下がる水田である。

調査の結果,講堂・回廊などの遺構 を検出した。

1.講堂跡

推定講堂跡の上壇は,発掘前は周囲の水田か らの比高約 2糊 ,東西65糊 ,南

北30町 の短形に近い畑であった。この上壇上には明治年間までは礎石が残 って

いたが,明 治22年橿原神宮造営の際に抜取 られ持ち運ぱれたと言われている。

〔基壇 〕 調査で確認 した講堂の基壇は,東 ・西・北端はほぼ土壇内におさま

っていたが東南部は土壇外の水田下で検出した。基壇規模は,化粧石部分を除

くと,東西約53η 。南北約 28.5η ・現在高約 1.7物 である。方位は,国土調査

法による第 6座標系の方眼北に対し,西へ約ば14振れている。上面は耕作によ

って著 しく削平 されてお り,礎石の据付け掘方 。
根石は遺存 してお らず,わ ず

かに,東梁行側柱列の中央間二間分三ケ所の礎石抜取穴を検出したのみである。

この礎石抜取穴は,出土遺物より,橿原神官造営のために礎石を運んだ際のも

のとみ られ る。抜取穴は径 1.4～ 2糊 ・深さ 0.5開 ～ 0,9翻程の不整形な穴で
,

心々距離は約 4.8糊 ・ 58η である。抜取穴には楔によって割 られた花嵩岩礎

石の破片が残 っている。その一つには,円柱座の造 り出しがあ り,そ れによれ

ば,直径約 116切 ,高 さ約10例 の円柱座 を有す る径 150例,高 さ60側以上の不

整円形の礎石が復原できる。基壇は,西北方へ緩やかに下が る旧傾斜地上に
,

黄褐色土の山土 と,弥生式土器などの遺物を含む青灰色粘土 とを互層に突き固
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めた版築技法によって築成されているが,旧表土を掘 り下げる掘込地業は認め

られなか つた。基壇の周囲は,基壇の黄褐色土と似た土などを積んで整地 し,

東西南北をほば同 レベルにしている。

基壇の化粧石は全て抜 き取 られている。この化粧石の抜取作業は,基壇周囲

に廃棄した焼土や瓦の堆積層の上面か ら基壇に沿って幅約 1陶 の濡を掘 り,凝

灰岩切石の化粧石を起こしてはずし取 った ものである。その時期は抜取濤埋土

よりの出土土器か らみて, 8世紀前半である。抜取濤の基壇側の狽1壁 は,化極

石据付けの裏込め土の残 っている箇所では,底面より30例 程の高さのところで

わずかに段をなしている。 この段の上面や側壁や,ま た濤の底面には,部分的

に凝灰岩の粉や砕片が付着,散乱してお り,凝灰岩切石が据えられた状態を示

していた。また濤の底面には,板石を起 こす際に,石の端に接 して掘 り窪めた

跡 とみられる小穴や濤状の窪みが約 lη の間隔で並んで残 っているところも認

め られた。これらの化粧石の据付抜取状況などか ら基壇化粧を復原すると,一

番下に奥行約 0.8物 ・幅約 1陶 ・高さ約 0.3筋 の延石を据え付け, この上に地

覆石を置 き, さらにその上に羽 目石を立てる構造のものが考えられ る。ただ
,

基壇上部については
,

削平 によ って全 く痕跡

をとどめていないので

明 らかでない。

また,基壇化粧の調

査の際,基壇下の東北

。東南 ・南西隅の化粧

石抜取濤底面で,花出

岩の礎石状の石 を検出

した。東北隅ではこの

石の抜取痕跡が認め ら

れた。 この石は,長 さ

約 1～ 1.5孵 ・幅約 1陶大官大寺周辺地形図 (罰∞ 分の 1)



厚さ約 0.5糊 である。上面は水平に整形 し,外側の二面は上部を面取 りして直

角にし, それぞれ基壇 と平行にしてある。上面のレベルは延石の下面と同じで
,

寺の旧地表面よりは数印低い。この石の据付掘方は認め られないので,講堂周

囲の整地と同時に据え置かれだ ものと思われる。石の下には,石を加工した際

の砕片とみ られる花闘岩の細片が―・二片認め られたが,根石は無い。 この石

の機能については,軒の四隅を支える支柱の礎石,基壇化粧の四隅を補強する

もの,造営開始時に基壇の四隅を確定するために据付けた膀示石的なもの,等

々の考 え方があ りうるが,類例が無 く,性格についてはなお検討中である。

階段 については,化粧石抜取繕が基壇周囲を長方形状にめぐってお り,外側

への部分的な張 り出しなどは全 く認められず,ま た,積土や地覆石などの痕跡

もなかった。

以上の調査結果か ら,建物の平面形は,岡本桃里,本沢清三郎の記録 と同じ

く桁行 9間,梁間 4間 とみ られ るが,柱間は両氏の記録 よりも大きいようで ,

桁行17尺等聞,梁間17・ 18・ 18'17尺 ,側柱から基壇までは,南北 。東西とも

に13尺 と復原で きる。

〔基壇の周辺 〕 基壇の周辺には,多量の瓦や焼土が集められ廃棄 されていた。

この瓦や焼土の堆積層を取 り除 くと,ほ ぼ原状をとどめているとみ られる,も

との整理 された地表面が検出されたが,雨落濤の痕跡は確認 されなかった。

南面と東面の化粧石抜取濤の外側では,講堂造営時の足場 とみ られる柱の掘

方列を検出した。いずれも,整地層の上面より掘 り込まれている。柱間は 2～

2.5町 であるが, 7糊

～ 9陶 のところもあ り,

一定 していない。いず

れの柱穴に も柱抜取痕

跡が認められた。基壇

の南
。
東面 と北面東端

の化粧石抜取濤の外側

では,極木や隅木が火

いる。柱間は 2

査全景 (北か ら



災によって焼け落ち,地面に斜めに突き刺さ

った痕跡を検出した。いずれ も一辺約15側の

方形の横断面をもつ穴で,極木本体は遺存 し

ていなか ったが,穴の壁には炭が付着 してい

た。特に南面中央部では,極木落下痕跡が一

列に並んだ状態で遺存 していた。その中には,

穴の上面近 くに極木を打 ちつけたとみ られる

角釘の残 っているものも存在 しだ。 これ らの

痕跡か ら,極木は方約15側 の角材で,約40例

の間隔で並べ られていたことが うかがえる。

基壇東北端の外側では隅木の落下痕跡を 1ケ 所検出した。 これには隅木本体の

一部 も遺存 していた。腐蝕が甚だしいが短辺 ・長辺 ともに30例 以上と測 りうる。

この先端近 くには風鐸を吊り下げた金具類が残 っていたが,小 口面に飾 り金具

は認められなか った。

2_回廊跡

講堂の両脇に東西に延びる回廊が取 り付 くことを確認したので,講堂心の西

方約50翻 の ところにもトレンチを入れて調査した。

基壇は,化粧石部分セ除 くと南北 10.3陶 ,現存高は講堂の取付部で約60例 ,

西方 トレンチでは約10～20例 で,講堂基壇より西へ37η 以上延びている。した

が って,東 。西面回廊間の距離は 127翻 以上になる。基壇の方位は,講堂基壇

に比べて,東で北に10′ 以上大きく振れている。基壇は削平が著 しく遺存状態は

良 くなか ったが,一部で礎石の抜取穴や据付掘方列を検出し得た。抜取穴は径

1.5物 前後の不整円形で,穴の心々距離は南北 4.5翻 ,東西 4陶 前後である。

礎石据付掘方は抜取穴によって大部分破壊 されているが,西方 トレンチ東端に

南北に二つを検出した。穴の形状は不明だが方 2陶程の穴で,心 々距離は約

4.4制 である。

基壇は整地土上 に暗灰色の粘土および砂質土を数層積み固めて築成されてお

り,講堂基壇にみ られた版築 とは異なるものである。積土中には少量の瓦片を

極木落下痕跡 (西から )
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含むところもある。基

壇化粧石はほとんどが

抜取 られていたが,一

部に30～50例大の川原

石が残 っており,基壇

化粧の基底部は玉石積

であった可能性が大き

い。しか し,基壇外で

は凝灰岩片を少量検出

してお り,上 部につい

ては凝灰岩で化粧していたことも考えられる。以上の調査結果か ら,回廊建物

は,桁行約 4物 (13尺 )。 梁間約 4_5加 (15尺 )の単廊 と復原でき,東西それ

ぞれ10間以上延びるものとみられ る。また,北側柱列は講堂の南入側柱列と柱

筋をそろえて造営 されにものとみられる。

雨落濤については,講堂同様痕跡は認められなか った。

講堂基壇 と回廊基壇の取 り付き部に も講堂基壇化粧石の抜取 り濤が掘られて

いることか ら,回廊基壇は,講堂基壇の化粧石を全面にめぐらした後に造営さ

れた ものと考えられ る。基壇の築成方法 ,基壇の方位の差異などを考慮すると,

回廊は講堂よ り遅れて造 られたものと言 えよう。

3.金堂跡

講堂の南西隣には金堂の存在が予想されるので,講堂心の西方約35糊 ,南北

約40初 の地点の水田に, 5陶 ×9町 の南北 トレンチを設けて調査 した。

遺構面の削平の度合は,回廊の トレンチとあまり差はないが,中世の ものと

みられる細い濤数条などを検出したのみである。金堂の基壇の積土は もちろん ,

掘込地業 も検出されず,基壇の痕跡は確認できなかった。

4_下層遺構

講堂基壇・回廊基壇の下層の一部の状況を調査 した。講堂下層・回廊下層に

は,藤原宮期の遺物を含む包含層が認め られた。回廊下層では,こ の包含層の

回 廊 跡 (東か ら )
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下層上面か ら掘 り込んだ柱穴を 2個検出した。これは トレンチ東壁の断面調査

で検出した もので,穴の形状は明らかでないが,いずれも一辺70～ 90側の方形

を呈すると思われるもので,南北に約 3_5糊 の間隔で並ぶ。南狽1の柱穴には柱

痕跡 も認められた。 この柱穴は東西棟建物の一部である可能性があるが,東西

については未調査であり明 らかでない。

5.出土遺物

遺物には,瓦・土器・金属製品などがある。

<瓦 > 瓦は講堂周辺をはじめ,全調査

地域か ら多量に出土 した。大部分は九瓦

・平瓦であるが,軒丸瓦・軒平瓦 も多数

あり,道具瓦では英斗瓦が多 く,他 に面

戸瓦・雁振瓦が若干み られる。軒丸瓦

6231は いわゆる大官大寺式の もので ,文

様細部の差異によ り,A・ B・ cの 3種

に分けられ る。 Aは ,B・ Cに比して内

区径が大 きく,文様が大ぶ りである。 B
oCの差果は僅少で,蓮子のわずかな配

置の相違で区分で きる。 B・ Cと もに周

縁が広 く,そ のために瓦当全体の面径は

Aと 比 して大差ない。 A93点・B14点・

C15点が出土 している。軒平瓦 666Jま ,

支様の細部の差果によ りA・ Bの二種に

分けられる。Aは 瓦当厚がBに比して厚

く1文様は全体にAの方が大ぶ りである。

頚は,いずれ も段顎であるが,Aの方が

高い。 A244点 ,B29点が出土した。軒

九瓦 ・軒平瓦は,焼成技法か らみて,そ

れぞれ 2群に分れる。軒平瓦6661Aは 胎

6231-A

6231-c

大官大寺出土軒丸瓦 (4分の 1)
‐

― 弱 ―



土が精緻であるが焼

成は軟質であり,そ

れに対 し,6661Bは  1

胎土に長石類の砂粒

を多量に混じ,堅緻

に焼成している。製

作技法 をみると,平

瓦部が,Aは粘土板

桶巻づくりであるの

に対 し,Bは粘土紐

桶巻づくりによって

い る。軒九瓦 も軒平 大官大寺出土軒平瓦 (4分の 1)

瓦に対応 して,6231Aと 6231B・ Cの 2群 に分れる。製作技法では,Aの九瓦

部は瓦当面径に合わせて大きいのに対 し,B・ Cでは九瓦が小さいため, とり

つけ位置が低 く,上端は強い曲線になっている。軒丸瓦に関 しては,軒平瓦 と

違い,各型式 ごとの胎土・焼成については肉眼で観察 して明瞭な相違 を認める

ことはできない。 したが って,軒平瓦における 2群がそのまま軒丸瓦 と対応す

るかどうかは充分な検討が必要である。焚斗瓦は,ぶ つ うの平瓦を焼成前に半

裁 して周囲ぞ整形した もので,凹面に布 目を残す ものと,平坦で布 目のみられ

ない ものとがある。後者は尊か もしれない。九・平瓦は出土量が多量で,現在

整理中であるが,一部の観察によれば,丸瓦はすべて玉縁を有するものばか り

であり,平瓦は格子叩きの破片が少量ある以外は,すべて縦位の紐 目の叩きに

よるものである。

<土器> 土器は主 に講堂基壇化粧石の抜取濤 と基壇築成土及び下層の包含層

とから出土した。抜取濤か らは,完形の土師器の皿A・ 椀 Cの他,須恵器芥A
・芥 Bが出土した。 これ らは八世紀前半に位置づけられるものである。基壇築

成土及び下層の包含層か らは,小片ではあるが,須恵器横瓶・甕・藤・芥A・

外 B。 円面硯,土師器芥A・ 甕等が出土 した。 これ らは藤原宮出土土器と同型

や
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式に属す るものである。その中に,須恵器外 Bの

底部に「 呑 」と判読できる墨書土器が 1点あるの

が注 目される。また,下層からは中津式・天理式

に属する縄文後期初頭の土器が出土した。破片と

なっていたが, 2個体のほば完形品 となる。遺存

状況か らは二次堆積の可能性は少なく,付近に組

文後期の遺跡 を考慮する必要があろう。 0        5cm

<金属製品> 鉄釘28点 ,飾 り金具 2点,銅玉 2 基留ヒ粧石の抜取り溝出土の土器

点,風鐸の吊り金具類などがある。飾 り金具は,唐草文の透 し彫 りのある金銅

製品で,縦42∽ 。横33例 。厚さ 0.2例 と復原できる。18ケ 所に鋲穴があり,そ

の一部には青銅製の鋲が遺存 していた。これは,隅木か尾極木の木 口面の飾 り

金具 とみ られるが,他に例を見ない大形のものである。風鐸の吊り金具類は落

下した隅木本体に取付いて出上 したものである。環釘・八葉の座金具・青銅製

遊環がある。

この他に,基壇化粧石の凝灰岩片や焼けた壁土も出上 している。壁上にはス

サを混 じ,表面には漆喰が厚さ 0.5側程に塗布されている。

6.むすび

今回の調査結果か ら大官大寺の伽藍配置を考 えると,正面に講堂を置 き,こ

の前面の東に塔,西 に金堂 を配 し, これを講堂か ら延びる回廊が囲む観世音寺

形式か法起寺形式,講堂の前に塔 と戒壇院を配し,こ の前に金堂を配する下野

薬師寺形式が推定で きる。ただ, これまで講堂 としてきた建物跡 を講堂 と断定

できる資料はないので, それを金堂 とみて, この前面に塔 と西金堂を向いあわ

せた川原寺形式 も一応は考えられる。 しか し,以下に述べ る点か らみてやは り

講堂 とみる方がよいであろう。すなわち,53解 X28.5協 という基壇の規模に匹

敵する建物は,金堂の例 としては,東大寺 。大安寺・興福寺・西大寺など奈良

時代の寺院以外にはなく,こ の規模の ものは講堂に近い ものが多い。また 9間

X4間 とい う平面形式の点で も,金堂は 5間 X4間が一般的であ り, 9間 X4

間の平面形式の例はない。 さらに,講堂は 4間 ×7～ 9間が通有であることや
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橋本伊知朗 (注 1)が指摘 しているように,桁行と梁間の比率の点で,奈良以

前の ものは,講堂の方が大 きい傾向があることなどの諸点があげられ る。

講堂の基壇 については,前述 したような壇正積あるいは切石積の化粧構造が

考えられる。 しかし,延石 とした板石が奈長時代の寺院に通有の延石に比べて

奥行が大 きく,平面正方形に近い板石状を呈していることや,延石の外側に雨

落濤あるいは雨落痕跡がなく,雨落が延石上になる可能性が考え られる点など,

一般的な壇正積基壇とは異なった構造 も考慮す る必要がある。基壇四隅外側の

花簡岩の性格とも関連 して,今後,検討すべ き課題である。

階段については,検 出されなか つたが,仮 に,端が化粧石抜取濤の外側に延

びない ものであったとすれば,出が 0.8陶 以内であ り,講堂基壇高が 2物 以上

に復原されることか ら,階段の傾斜を考慮すると,講堂の基壇を一部切 りこん

で階段を取 り付ける形式 も考えなければな らないであろう。 このような例は ,

多賀城正殿の第Ⅲ・Ⅳ期 とされている遺構にみられるが, この例は時期が下が

るものであ り,大官大寺の時期まで遡 りうるか も問題 となる。いずれにして も,

階段の構造や有無の問題について も,今後検討する必要がある。

大官大寺の創建時期については,天武二年説 一日本書記 。
大安寺伽藍縁起井

流記資財帳 一と,天武十二年説 一元亨釈書・扶桑略記・菅家本諸寺縁起集 ―な

どがある。今回の調査では講堂 と回廊の一部を検出したのみであり,伽藍全体

の上限については今後の調査にまたねばならないが,講堂・回廊下層の上器か

らみると,藤原宮造営 とほぼ並行する時期に造営 されたと考えるのが妥当では

なかろうか。 このことは,天武年間の大官大寺の造寺の記事や大官大寺におけ

る出家・誦経 。無遮大会の記録 を考慮して,講堂・回廊の造営が他の主要伽藍

の造営よりも遅れたことを示す ものと解す ることもできる。 しか し,大宝元年

に「 造大安・薬師二寺官准寮 」とあり,縁起などは文武朝に九重塔・金堂が造

営されたことを記してお り, これ ら主要伽藍が文武年間に至 るまで未完成であ

ったことを伝えている。 したが つて,講堂・回廊だけが遅れたとすることはで

きず,む しろ,大官大寺伽藍の造営の上限を,持統年間を大幅に遡 らない時期

に求めるべ きであろう。 とすれば,文献上の記録 もこの点か ら再検討する必要
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があろう。

大官大寺の創建時期についての上記の調査結果や薬師寺と並ぶ官寺である性

格を考慮す ると,大官大寺は藤原京条坊計画に則 って造営されたことが十分予

想される。 これまで,藤原京は南北十二条 。東西八坊の条坊が復原され,区画

線の線引きが行なわれている。 しかし,今回知 りえた大官大寺講堂の中心線は ,

これまで岸氏によって復原されている十条四坊の東西中心線と正確には一致 し

ない。講堂造営時における測量誤差 も考慮しなければならないが,同時に条坊

復原における細部の線引きの再検討の必要があることをこの事実は示 している。

これまで発掘調査な どによって,藤原京内で確かな位置の判明している資料 ,

すなわち,本薬師寺中軸線,藤原宮の宮域で検出した道路遺構 とみるべ き交差

点などか ら条坊を復原すると,真北に対して20分以上西偏した方格線 となる。

藤原京条坊が真北に対 して西偏す るものとすれば, このことは,単に藤原京条

坊推定線の修正のみな らず,飛鳥京の方格地割研究にも再検討を追 ることにな

る。すなわち,飛鳥京方格地割の基準線は藤原京東京極たる中ツ道の南延長線

とされているが,西偏した藤原京条坊を考慮すると,中 ツ道の位置 も飛鳥地域

ではこれまでの推定線よりやや東へずれることになる。飛鳥京の方格地割は,

藤原京条坊との関連性の問題 も含めて,今後細部についての厳密な検討が必要

とされる。

大官大寺が平城京に移 った年代については,和銅三年説 と天平元年説とがあ

る。今回の調査で講堂の焼失が確認 されたが, これは『 扶桑略記 』和銅四年焼

亡の記事に相当するものと考えられ,焼失後,講堂・回廊の再建は認め られな

いので,藤原官の平城遷都 と同時 (和銅三年 )に平城京へ移転するという形を

とった可能性が大きい。

大官大寺跡を含む付近一帯は飛鳥岡本官の推定地 とされている。今回は,大

官大寺下層については一部を調査 したにとどまった。回廊の下層で藤原宮期以

前の柱穴を検出した。ただし,岡本官に関連するものか どうかは明 らかでなく,

今後の調査が望まれる。

注 1 橋本伊知朗 『 大官大寺考証 』 昭和 44年。
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坂 田寺 跡 第 2次 の 調 査

昭和49年 1月 ～4月

坂田寺跡第 2次発掘調査は,第 1次調査区域の南側にあた り,調査面積は

570″である。

遺跡は,北へ約 100糊 のところを流れる飛席川に向って下 っていく傾斜地に

あ り,水田が大きな高低差を もつて段々状につづいている。かつて石田茂作氏

は,島庄からきた旧村道が阪田村へ通じる道 と栢森を通 つて吉野へ抜ける道 と

に分岐する三叉路付近を坂田寺北門にあて, これよ り南に北面する伽藍配置 を

想定した。 (飛鳥時代寺院址の研究 )今回は, この三叉路に隣接し,吉野方面

へ分れた道 をはさんだ北側一枚,南側二枚の水田を調査した。北側の水田の東

南隅には通称「 マラ石 」で知 られる柱状石がある。道路をはさんだ南北の調査

地は,約 2.5れ の高低差があり,遺構の状況 も異なる。

1.遺構

〔北地区 〕 検出した遺構は大別して 4期 に分れ る。第 I期 (7C)に は,調

査区中央を北流する石組の濤 SDlo5がある。 SDlo5は 南端 を土羨 SKlo4

に破壊されている。 SDlo5の 西に並行して南北濤 SD103が あ り,他に土羨

SK101が ぁる。 I期の遺構はすべて出土土器から7C代の ものであるが,必

ずしも同一時期の ものではなく, とくにSK101は 7C前半に遡 るものと思わ

れる。

第 I期 (8C前 半 )の遺構 としては,井戸 SEllo Aと その南の石敷東西濤

SDlll Aが ぁる。 SEllo Aは掘方一辺約 4.5陶 を測るが,井戸本体は破壊

されて遺存していない。掘方中には, 3本 の角材 と井戸の側板 1枚が重ね られ

て投入されていた。角材には,木舞穴 と思われるものや上端に柄があることか

らみて,柱材か貫材のような建築部材であろう。また,部分的に残 る曲面や仕

口穴の痕跡か らみて, もと円柱の ものを,のちに面取 りして角材に転用した も
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のとみ られる。 3本 の角材の長さはそれぞれ異なる。最 も長いものは 3.7陶 ,

方15例 である。柱材であるとすれば井戸屋形に使用した ものを井戸の廃絶 とと

もに捨てた ものではなかろうか。第 1次調査で検出した石組南北濤 SDo51が
,

この井戸 SEl10 Aの 北側にとりつき,井戸の排水施設になつている。石敷濤

SDlll Aは ,一部分しか残 っていないが,井戸回 りをめぐる排水施設であっ

た可能性がつよい。

第Ⅲ期 (8C後半～10C)は ,重複関係か らさらに 3小期に区分できる。Ⅲ

-1期の遺構 としてはSDlo8が ある。 この濤は,西か らきた濤が トレンチ西

端で彎由して向きを変え北流するもので,側壁の一部には凝灰岩切石を使用し

ている。 この石は,基壇化粧石を転用した ものである。

Ⅲ-2期には, I期 の井戸 SEllo Aに 重複 してSEllo Bを 作 っている。

この井戸の残存状況は極めて良好である。井戸の構造は,ま ず底に約17X14例

の角材 4本 を井桁組みにし,そ の四隅に方17側の角の隅柱 を立てる。隅柱 には

縦に細い濤を穿ち, この濤に側板 を落 し込む仕組みになっている。側板は厚さ

6例 ,巾 25印で底か ら5段分が遺存 していた。隅柱上端は側板 5段 目上端と一

致 しているのでこの組み方はここで終るものと思われる。ただし,側板相互の

連結方法をみると,上

下各々 2個所の太柄に

よ り連絡されてお り,

この太柄の小穴が 5段

目上端 にもみ られるこ

と,ま た井戸内に投げ

込まれていた 3枚 の側

板の うち 1枚の端には,

井桁組の仕 口を残 して

いること,の 2点か ら

井戸 SEllo Bは ,地

上に露出す る部分では,坂田寺北地区遺構 (北から )
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下部 5段 とは異な つて側板を井桁組みにしていたも

のと思われる。なお,側板裏面には「 北一 」,「 北

二 」……,な どの墨書がありその位置を明示してい

る。まに, 1枚には「 丈部 」の大きな線刻書きがあ

り, おもしろい。                        三彩董(ご雰蒸1)

井戸掘方と井戸枠 との間には小石,瓦片 を詰め込んでいる。掘方四隅には ,

径23側 の柱痕があり,井戸屋形 を伴 っていたことが判る。柱痕は,地上に露出

する部分を断ち切 られ,そ の上に約50側 大の自然石が 1個ずつ置かれていた。

もと掘立柱であ ったのを礎石立柱 に変更 したものと思われる。

Ⅲ-2期 に属する他の遺構 としては, この井戸を取 り囲むようにして,濤

SD106,107,11l Bが あり,ま た,南北濤 SD01oが ある。

Ⅲ-3期の遺構は, トレンチ中央や 東ゝ寄 りを南か ら北へ由折 して流れる石

組濤 SDl15-SDl16-SD013が ある。

Ⅳ期 (1lC以降 )には,Ⅲ 期までの遺構がすべて廃絶 した後に,東西につづ

く石垣 SXl18を 築いてお り, この北側一帯は細かい瓦片をしきつめた瓦敷 と

なっている。

なお,北地区東南隅にある通称「 マラ石 」の調査を合わせ行 った結果,大正

年間まで存続していた旧村道下約50翻で「 マラ石 」基底部があらわれ, その下

か ら出土した陶器片か らみて,現位置に据えられたのは,古 くとも明治初年を

遡 らないことが判明した。

〔南地区 〕 検出した遺構は大別して 3期に分け られる。最下層の第 I期 (7

C)は ,部分的な トレンチ調査のだめもあって明確な遺構の存在は確認してい

ないが,南か ら北へ急傾斜す る遺構面に厚い瓦堆積層が広が っている。おそら

く南側に隣接した未調査区域に建築遺構が存在するのであろう。

第 I期 (8C)に は, この一帯に大規模な整地土盛をして東西方向につづ く

段落をつけ, この段落に石垣を築いている。石垣の高さは約 2.5例 ある。 この

石垣 SX120は , トレンチ東端で南へ曲り, SX122と なる。 SX122の すぐ

西側の位置では約12町 の間,石垣がとざれ,北へ傾斜する斜道状の盛 り土が認
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められ る。段上へ続 く北か らの導入路が とりついていたらしい。 この斜道の位

置は旧村道の三叉路 に一致している。

第Ⅲ期 (9C以降 )は , I期の石垣 。斜道部分に補修,土盛 を行な っている。

石垣の補修はSX121にみ られ る。

以上 3期 にわkる 遺構の他に,柱穴 SA125, SX128な どがある。 これ ら

の遺構はⅢ期の斜道下で検出したため, これより古い時期であることは明らか

であるが,石垣 との関係 も含めてどの時期に属するか不明である。

2.遺物

土器類・瓦類・銅製品
。銅銭・鉄製品・木簡がある。

土器類には,土師器,須恵器,黒色土器,緑釉,三彩,灰釉陶器がある。井

戸 SEllo Bか ら墨書土器が一括して出土 した。そのうち,土師器外の底部に

坂 田寺第 2次 調 査遺 構実 測図
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坂 田寺出土 軒丸 瓦 (縮 尺 4分 の 1)
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坂 田寺出土軒平 瓦 (縮 尺 4分 の 1)

書かれだ「 坂田寺 」,「 厨 」,黒色土器不の底部に書かれた「 南客 」が遺構の

性格 とも関連 して興味深い。三彩片には盤 と薬壷がある。

瓦類 としては大量の九・平瓦,軒瓦,極先瓦,鴎尾片がある。

軒九瓦は1〔理式ある。大部分が飛鳥～白鳳様式の もので,平安時代の ものが

1型式ある。

軒平瓦は 6型式で量 も少ない。南地区下層からは手彫 り忍冬唐草文の良好な

資料 を得た。なお,井戸 SEl10 Bか らは「 神功開宝 」2枚 と木簡が出土 して

いる。木簡は材木を数 えた帳簿風の ものの断片である。

今回調査 した区域は,建築遺構としてはまとまったものを検出することはで

きなか つたが,北地区における井戸の存在 と縦横にめぐる排水施設,大量の瓦

類や墨書土器の出土などか らみて寺域内の「 厨 」等の附属施設に関連する場所

であ った可能性が高い。また,南地区の場合は,大規模な整地をして平垣面を

築いているなど,伽藍の中枢部により近いと思われるが,創建当初の実態をは

じめ,具体的な解釈はすべて今後の調査に残されている。
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和 田 廃 寺 の 調 査

昭TH49年 7月 ～10月

橿原市和田町北方の水田中には,礎石 2個 を残す「 大野塚 」と呼ばれる土壇

があ り,そ の周辺か らは飛鳥時代か ら奈良時代にかけての瓦が出土することが ,

古 くか ら知 られている。また,付近には,「 トンダ」。
「 トウノモ ト」等の寺

に関係する字名のみ られることなどか ら,飛鳥時代創建の寺院が存在すると考

えられていた。 しかし寺名については明 らかでなく,地名をとって和田廃寺と

呼ばれている。和田廃寺に関 しては,「 大野丘北塔 」とする説,「 葛木寺跡 」

とす る説などがあるが,いずれ も確かな根拠に乏 しく,寺院の沿革については

不明であった。

今回の調査は,「 大野塚 」土壇の南側に接する水田に於て,宅地造成の計画

が立てられたため, この工事に先だって行 った ものである。

調査地は字「 ヤブノウラ」・「 金池 」の水田で,発掘面積は約33Cで ある。

発掘地区は,小墾田宮推定地付近か ら西へなだらかに傾斜する低い台地 と,

甘橿丘北麓をなす「 庵山 」の低い丘陵にはさまれた浅い谷状の地形のほぼ中央

部にあたってお り,こ の谷状の地形がさらに西へ延びるところか ら,旧 河道の

存在が予想された。

調査の結果, この地形は弥生時代か ら鎌倉時代まで続いた旧河道 (S X 10o)

で,調査地区南半をしめていた。 SXlooは河床の砂礫層の広が うか らみて,

流路 。川幅とも時代によって複雑 に変化していたことが確認できた。 この河道

は最終的には,護岸の杭列を もつ濤 (SD045B)と なる。濤埋土中か ら出土

した瓦器か らみると,13世紀頃にはこの濤 も消滅 し,そ の後この地域は全面水

田化 したものと考 えられる。 SX100の旧河道上,及び北岸か らは,掘立柱建

物 8,柵 5,濤 3,井戸 1,暗渠 1,石敷遺構 1な どの多数の遺構 を検出した。

遺構は,古墳時代,飛鳥時代,鎌倉時代の 3時期に分れる。以下に主要な遺構
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について,簡単に紹介する。

まず,飛鳥時代の遺構か ら述べると,調査地の南半部を河川 SX100が,和

田丘陵の北に沿って東から西へ流れる。 その北岸の堆積土の上に,後に石敷

(SX1lo)が 造 られる。護岸の石敷は,破壊が著 しいが,復原す ると,東西

44阿 以上,幅約 4翻 となる。調査地の東側にある石組濤 (SD101)は ,東か

ら南へ曲折 して設け られ, SX10oへそそいでいるが, この石敷 と同時に附設

された ものであろう。

SA120以北では,東西建物 (S B 150・ 160)と 東西柵列 (S A130。 140)

がある。 SA130は 6間分, 17.5切 , SA140は 5間分, 14.5η を検出したが ,

さらに東に延びるものである。 SB150は 4× 1間 , SB160は 8× 1間であ

る。いずれ も柱穴か ら7世紀代の瓦を検出 した。 これ らの柵・建物群がすべて

同時期の建立にかか るものかどうかについては, にわかに決定 し得ないが,出

土遺物か らみて,相前後 して設け られだと考えられる。

河川 (SX10o)は 7世紀後半に一部埋戻され,造成の後,建物がつくられ

た。建物 (SB050)は 6× 3間あり,柱間間隔は,桁行 2.lη ,梁行 2.2粗

和田廃 寺調査地全景 (南か ら )
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である。今回検出し沌

中では,最 も整 った建

物である。この建物の

北西にある井戸 (SE

070)は 須恵器大甕の

底を打 ち欠き,中 にこ

ぶし大の玉石 を詰め
,

井戸として転用した甕

井である。甕は直径

1.1陶 ,肩部に六耳環

をつけている。調査地

の東南か ら丼戸, しが

らみの方向に廷びる暗



渠 (SD020)が ある。暗渠は瓦製土管を16個 も連結していたが,暗渠上の施

設は認められなか つた。

建物 (SB030・ 040)イまいずれ も3× 2間の南北棟で規模 も小さく,柱筋

も通 っていない。 SB0301よ SD020よ う新しい。 SB040の廃絶後には,再

び河川がこの付近を流れたらしく, しがらみが作 られている。 しが らみは,細

い杭を斜めに打ち込み,杭・竹などをか らませていだ。

鎌倉時代の遺構は,調査地の南半部にあだる河道埋土上か ら検出した。調査

地の東南か ら西北に流れる濤 (SDo45)は 長 さ80翻 まで確認 した。建物は,

この濤の東に近接 し,一部重複 している。建物 (SB080・ 090)イま,い ずれ

も4× 2間の南北棟である。 SB080は 掘立柱建物であるが, 1個所だけ根石

を置 き,自 然石の礎石をすえている。 SB09oは 瓦器を含むSDo45Bよ り古い。

古墳時代の遺構は調査地北端で濤 SD145を 検出した。

遺物には,土器・瓦・鴎尾・瓦製土管・嘩・木簡・木製品などがある。ここ

x印熙尾出土地点
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では寺に関連の深い瓦・鶴尾を主 として紹介

す る。軒瓦は,軒丸瓦13型式66点 ,軒平瓦 3

型式13点 が出土 した。

軒九瓦には,豊田廃寺 (天理市 )出土の も

の と同抱か と思われる単弁11弁蓮華文瓦 (図

1)が 6点,豊浦寺,奥山久米寺出土の もの

と同型式の単弁 8弁蓮華文瓦 (図 2)が 16点

ある。 この他に,飛鳥寺創建の ものと同型式

の単弁 10弁蓮華文瓦や豊浦寺出土の高句麗

系の,弁間に珠点を配する型式の ものな ど,

飛鳥時代に属する多様な型式の軒丸瓦が出土

している。また,川 原寺倉1建時の ものと同抱

の複弁 8弁蓮華文瓦 (図 3)が 11点 ,中房の

蓮子が一重にめぐる高麗寺出上の ものと同型

式の複弁 8弁蓮華文瓦が13点 出土 している。

軒平瓦は,軒丸瓦の種類が多いのに比 して ,

3型式13点 が出土 したにすざない。顎面文を

もつ重弧文瓦の他,上外区に細い線鋸歯文の

ある萄萄唐草文瓦の退化型式 とみられ るもの

が出土している。他に, 3回 反転の均正唐草

文瓦が 8点ある。

道具瓦 には,面戸瓦・焚斗瓦がある。面戸

瓦 には,行基葺き丸瓦を分割 して作 った特異

な形をしたものが,島尾出土地周辺か ら一括

して出土 した。焚斗瓦は 4点あ り,い ずれ も

厚手の平瓦 を 2分割,あ るいは 3分割 して作

った ものであるが,全長の判るものはない。

丸・平瓦は現在整理中であるが,凹 面広端

4

和田廃寺出土軒丸瓦 (縮尺4分の1)
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よりに同心円文叩き目を残す破片

があることは注 目される。

鳥尾は,完形に近い大形品 1個

体分と,数個体分の破片がある。

完形に近い大形品は,高 さ約 130

m,前後長 さ約80∽ ,幅約55側の

大きさに復原できる。これは,そ

の形態,胴部文様の特徴か ら,玉

虫厨子例,伝山田寺出土例の系譜につながるものであ り, 7世紀後半中頃の も

のと思われる。出土地点は, SA120の 東端北側の旧地表上か ら,多数の九・

平瓦とともに出土 した。

瓦製土管は, SD020の暗渠に使用されていたもので,16個体分ある。長さ

55翻 ,広端径 18.9印 ,狭端径 12.6例 をはかる。行基葺丸瓦 と同じ製作手法で作

られた ものである。 7世紀後半の ものと考えられ る。

土器には弥生式土器,土 師器,須恵器,黒色土器,瓦器などがある。SD145

の古墳時代濤か らは,布留式土器の古い段階 に属する壷・甕・鉢 ・器台 。高杯

など良好な資料が出土した。 SX10oか らは弥生式土器や古墳時代か ら奈良時

代にかけての土器が混在 して出土 した。

以上に述べたように,今回検出した遺構か らは,和 田廃寺の寺域, あるいは

伽藍配置等を適確には握むことができなか った。 しかし,鴎尾・瓦等のあり方

からみて,調査地は飛鳥時代か ら奈良時代にかけて存在 した寺廃の一部にあた

る可能性は強い。その場合には,柵 (SA120)は 寺域の南限を画する施設と

して理解できると思われる。北接する水田中にある「 大野塚 」土壇 とSA120

間の距離は約55η である。中心伽藍をこの「 大野塚 」を中心 としだ一画 と想定

することは充分可能 と考える。なお,発掘地点付近は,推定藤原京朱雀大路に

あたっているが, これを証するまでには,さ らに時間を要す る。

鴎尾 出土状 況

-43-



推 定 山 田 道 の 調 査

昭和49年 3月 ～4月

飛鳥資料館の関連工事に伴なう調査である。調査地は桜井市山田山崎にあ り,

高家丘陵の北西裾にあたる。調査の結果, この地域は丘陵斜面を田圃にしたた

め,かな り削平されていたが,調査地北端において,東西に延びる濤を 1条検

出した。濤は東西方向に20協 まで確認 したが,さ らに続いている。濤幅は4陶 ,

深 さ 1糊 あって,東へ流れ る。濤中の堆積土は 3層に分かれ,流路の変化があ

ったことを示 してい る。遺物は濤埋土より7世紀後半の土器,瓦 が出土 した。

なかには山田寺重弧文軒丸瓦 もある。

濤は現県道桜井 ―橿原線の旧道南 5翻 に平行す る。この位置は岸俊男氏が山

田道を想定 している場所に当るので (注 1),発 見の濤が山田道の南側濤であ

る可能性 も考 えられる。か りに,調査地か ら西 1.4 Kmに ある小墾田宮推定地の

調査で検出した東西濤 SDo20,202を 山田道の両側濤 とすると,今回調査の

南側濤は, この場所でわずかに北にふれている。なお, この構 を東へそのまま

延長すれば,山田寺南門推定地の南辺につながる位置になる。ただし,今回の

調査では,検出した濤の性格を断定するまでには至 らなか った。今後県道沿い

の調査によって, この問題を検討する必要がある。

注 1 岸俊男「 飛鳥と方格地割 」『 史林 』第5C巻 4号 昭和45年
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矢印―発掘地点

裏表紙カット  大官大寺出土の隅木先飾金具 (5分の 1)




